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Ⅰ．目的 

  本県の冷温帯地域の代表樹種であるミズナラ等の天然生林の有効利

用と自然環境を保全するため、林分構造調査や林内での更新状況に関
して調査を行う。 

 

Ⅱ．調査地および調査方法 

 今年度は、白峰村大嵐山の 55 年生のミズナラ林内で発生した稚樹の
生存と、林床処理（1m 以下の低木・草本の除去）による光環境改善効

果との関係について試験した。林床処理は 6 月に行い，11 月に稚樹の

生存数を調べた。 

 
Ⅲ．調査結果 
  林床処理によって，林内の相対照度を 2.7％から 4.5％（1.7 倍）に
改善した。光環境の改善によって，当年生稚樹で 13.6％，1 年生以上
の稚樹で 4.3％生存率が向上した。無処理区における 1 年生以上の稚樹
の生存率が比較的高かったこともあり，林床処理は，予想に反して当
年生稚樹の生存率向上に寄与した。  
 
表－１． ミズナラ稚樹の林床処理による生存数（率）の比較 
 
              当年生          １年生以上 
           6 月 -11 月 （生 存 率 ）       6 月 -11 月 （生 存 率 ） 

無処理区   5.0-3.9 (78.0％)     12.2-10.1 (82.8％) 
処理区    8.3-7.6 (91.6％)     11.6-10.1 (87.1％) 
 
単 位 ：㎡当たり。処 理 方 法 ：林床植生の刈り払 い 

 
Ⅳ．今後の課題 
 処理効果の持続性や成長に対する効果も検討する必要がある。また，
上木の伐採によるギャップ効果との組み合わせについても検討する
必要がある。 


